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まもりたい、
奥入瀬の 風景

奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト実施

８.2４～２５

令和元年 ９月 ２日 第５９６号

通行自粛のご協力ありがとうございました

８月２４日（土）と２５日（日）の２日間、今回で３回目となる『奥入瀬せせらぎ体感プロジェク
ト』を行いました。奥入瀬渓流本来の「自然の音」を楽しんでいただくために、渓流区間（惣辺交差点
～子ノ口交差点）を通行する車両に対して広域迂回や通行自粛といった「自発的な協力」をお願いし、
賛同いただいた約４３０名の方が”青森県が世界に誇る至高空間”奥入瀬渓流の魅力を堪能しました。
本プロジェクトでは、地元「十和田西高等学校観光科」の生徒、「ＮＰＯ法人十和田奥入瀬郷づくり

大学」のメンバーがそれぞれ「流れ体感コース」「滝体感コース」をガイドし、参加者はせせらぎの音、
鳥や虫の声などの『音』などを体感、奥入瀬渓流の自然を堪能しました。
また、参加者はスタンプラリーに参加し、十和田湖休屋までの周遊を楽しんでいました。

ＮＰＯ法人十和田奥入瀬郷づくり大学の
メンバーによるボランティアガイド

十和田西高等学校の生徒による
ボランティアガイド

http://oirase-seseragi.com/


「車の騒音が少なく、せせらぎの音を感じることが出来た。」（東京都在住：４６歳女性）
「渓流の案内ガイドの高校生から元気をもらえて良かった。車が少ないと安心して散策を楽しめる。」（十和田市在住：２５才女性）
「このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは2日間だけでなく、日数を多めにしてほしい。9月の連休にやるのもいいのではないか。」（青森市在住：56才男性）
「長野県上高地や富士山では既に車両の乗り入れ禁止をしている。奥入瀬渓流でも実行してください。」（東京都在住：５３歳男性）

参加者の

声

ボランティアガイドを務めた十和田西高生徒の皆さん ボランティアガイドを務めた
十和田郷づくり大学の皆さん

参加者受付状況
リストバンドと奥入瀬源流水をプレゼント

スタンプラリー制覇で
奥入瀬サイダーを
プレゼント

車いすの方にも
渓流散策をしてもらいました
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